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長瀞町宝登山で発見された興味深いトゲクマムシ属（異クマムシ綱）2種について （佐藤・鈴木）

長瀞町宝登山で発見された興味深い 
トゲクマムシ属（異クマムシ綱）2 種について

佐藤　健＊・鈴木　忠＊＊

Two Interesting Records of Genus Echiniscus (Heterotardigrada) from  
Mt. Hodosan, Nagatoro, Japan

Takeshi SATO and Atsushi C. SUZUKI

Summary―We began faunistic survey of tardigrades in Saitama Prefecture and found 
two interesting species of genus Echiniscus, which might be very rare or new records 
from Japan. Here we show preliminary description of these two species, Echiniscus cf. 
virginicus and E. cf. manuelae.

Keywords: Tardigrada, Echiniscus cf. virginicus, E. cf. manuelae

はじめに

体長が 1 mm にも満たないクマムシは緩歩動物門に属する多細胞生物である。陸上から海
底の砂地にいたるまで生息が確認されており，その種数は現在 1,300 種を超える。微小なクマ
ムシを肉眼で確認することは困難で，実体顕微鏡や光学顕微鏡を必要とし，いまだ新種が世界
中より発見され続けている。また，過去の記録の多くは遺伝子解析を含む再検討が必要と考え
られる。

埼玉県内のクマムシの生息調査については，宇津木（1996）が全国調査の一部として浦和市
か ら 異 ク マ ム シ 2 種（Echiniscus japonicus, E. viridissimus） お よ び 真 ク マ ム シ 2 種

（Macrobiotus harmsworthi, Milnesium tardigradum）を記録した以外，引用し得る報告は
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ない。筆者は 2018 年 6 月より埼玉県の調査を開始し，すでに 120 箇所において調査を行って
いる。今回は，宝登山で採集されたトゲクマムシ属の 2 種について報告する。

研究方法

宝登山は埼玉県秩父郡長瀞町にあり，麓に宝登山神社を擁する標高 497.1 m の山である。そ
の北西斜面の登山道沿いで，老コナラの樹皮に付着している蘚類および地衣類を採取した。試
料をシャーレに移し水に浸し，2 ～ 3 時間後に双眼実体顕微鏡により検鏡した。得られたクマ
ムシはスライドガラス上にフォーレ氏液で封入し，微分干渉顕微鏡（Olympus BX 53）によ
って観察した。各部位の長さを測定し，肩甲板 scapular plate の長さとの比率 sc（Fontoura 
and Morais, 2011）を表示した。

結果

異クマムシ綱 Heterotardigrada Marcus, 1927
トゲクマムシ目 Echiniscoidea Richters, 1926
ヨロイトゲクマムシ科 Echiniscidae Thulin, 1928
トゲクマムシ属 Echiniscus C.A.S. Schultze, 1840

Echiniscus cf. virginicus（図 1，表 1）
宝登山登山口（36°05’47.959”N，139°05’17.830”E）にて採取した蘚類および地衣類より 3

個体（メス 1，性別不明 2）が得られた。採集日：2018 年 9 月 16 日，採集者：佐藤健。体長
174 ～ 213 µm。生時の体色は橙色，封入後は透明に変化する。眼点は赤。肩甲板，第 1-第3
中板，終板および 2 対の側板，フィラメント状の cirrus A および棘状の spine B，C，Cd，D，
Dd，E を持つ。Cd は他の棘に比べて極端に短く，1 / 6 ～ 1 / 7 程度の長さである。また各脚の
鉤爪のうち，中央 2 本に小さな副爪を持つ。

Echiniscus cf. manuelae（図 2，表 2）
宝登山山中（36°05’45.340”N，139°05’16.570”E）にて採取した蘚類より 1 個体（性別不明）

が得られた。採集日：2019 年 3 月 2 日，採集者：佐藤健。体長 228 µm。生時の体色は橙色，
封入後は透明に変化する。眼点は不明。肩甲板，第 1-第3 中板，終板および 2 対の側板，フィ
ラメント状の cirrus A および棘状の spine B，C，Cd，D，Dd，E を持つ。また，それらの棘
は特徴的に分枝する。
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図 1．Echiniscus cf. virginicus 図 2． Echiniscus cf. manuelae

考察

Echiniscus virginicus Riggin, 1962 はアメリカ合衆国のバージニア州から記載された（Riggin, 
1962）。日本でも北海道（Utsugi, 1988）と山梨県（Ito, 1999）からの記録があるが，前者は学
会発表抄録のため詳細不明であり，後者も富士山北面における生態学的研究の種リスト内で 
Echiniscus cf. virginicus として示されたのみで，形態の記載はされていない。日本以外にお
けるこれまでの E. virginicus の記録は，すべて合衆国産である（Kaczmarek et al., 2016）。
宝登山から見つかった E. cf. virginicus の棘の配置は‘virginicus group’（Gąsiorek et al., 
2019）に属する Echiniscus lineatus Pilato et al., 2008 と同様のパターンを示すが，spine B
を持つ点で E. virginicus とは異なっている。しかしながら，肩甲板の刻印の穴の大きさ，2 種
類の刻印の配置の状態の比較により，宝登山の標本は E. virginicus により近いと考えられる

（Pilato et al., 2008 ; Gąsiorek, 私信）。Echiniscus virginicus 種群の詳細な再検討を行った
Gąsiorek et al.（2019）は分布モデリングにより本種が北米大陸固有であると推定したが，分
布／非分布の情報はまだ十分とはいえず，遺伝子情報を欠く日本産の記録についての検討はさ
れていない。本標本と同一の形態的特徴を持つ種は埼玉県内の平野部でも発見されており（未
発表），標高に依存しない生息範囲の広い種であると推定される。したがって，日本における
E. virginicus の再検討とその分布の詳細を確認するために，今後は形態的な調査にとどまらず，
遺伝子解析を伴った調査を進める必要がある。
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Echiniscus cf. manuelae の棘は，不規則に分枝する点が特徴である。このような形状の棘
を持つものとして，E. duboisi Richters, 1902 および E. manuelae da Cunha & Nascimento 
Ribeiro, 1962 が知られている。本標本は背側の Cd および Dd が分枝している点で Richters

（1902）による原記載と一致せず，また de Barros（1942）による E. duboisi の計測値と比較す
ると，各棘の長さが Cd 以外のすべてにおいて半分かそれ以下である点で E. duboisi とは異な
る（表 2）。Echiniscus manuelae はマデイラ島から原記載され（da Cunha & Nascimento 

表 1．Measurements of Echiniscus cf. virginicus

Range Mean SD

CHARACTER N µm sc µm sc µm sc

Body length 3 174-213 515-546 196.3 530.7 16.3 12.4 
Scapular plate length 3 32.8-39.2 ― 37.0 ― 3.0 ―

Head appendages lengths
Cirrus internus 2 8.5-15.1 25.9-38.6 11.8 32.3 3.3 6.4 
Cephalic papilla 2 6.7-6.9 17.2-17.7 6.8 17.4 0.1 0.2 
Cirrus externus 3 14.8-18.2 45.1-46.8 17.0 45.9 1.5 0.7 
Clava 2 5.7-6.4 17.2-16.5 6.0 16.9 0.4 0.4 
Cirrus A 3 32.3-33.7 82.4-100.4 33.0 89.7 0.6 7.7 
Cirrus A/Body length ratio 3 16-19％ ― 16.9 ― 1.4 ―

Cirrus int/ext length ratio 2 57-83％ ― 70.0 ― 12.6 ―

Body appendages lengths
Spine B 3 9.0-12.5 23.2-33.9 10.9 29.7 1.4 4.7 
Spine C 3 17.5-20.1 44.8-59.6 19.1 52.0 1.1 6.1 
Spine Cd 3 2.6-4.8 8.0-10.5 3.8 10.4 0.9 1.8 
Spine D 3 18.5-22.9 49.3-58.8 20.3 54.9 1.9 4.1 
Spine Dd 3 17.0-19.4 43.5-49.8 17.3 46.8 1.6 2.6 
Spine E 3 21.0-21.8 55.6-64.1 21.5 58.5 0.4 4.0 

Papilla on leg IV length 3 2.7-4.1 8.3-10.5 3.5 9.4 0.6 0.9 
Number of teeth on the collar 3 7.0-10.0 ― 9.0 ― 1.4 ―

Claw 1 heights
Branch 3 10.1-11.3 26.1-30.8 10.5 28.6 0.5 1.9 
Spur 3 4.1-4.9 10.5-12.8 4.4 12.0 0.4 1.1 
Spur/branch height ratio 3 36-48％ ― 42.1 ― 5.0 ―

Claw 2 heights
Branch 3 9.4-10.1 24.3-28.6 9.6 26.2 0.3 1.8 
Spur 3 3.6-4.1 10.1-10.9 3.9 10.5 0.2 0.3 
Spur/branch height ratio 3 38-44％ ― 40.4 ― 2.3 ―

Claw 3 heights
Branch 3 9.4-11.3 24.1-29.1 10.1 27.3 0.8 2.3 
Spur 2 4.0-4.6 11.8-12.2 4.3 12.0 0.3 0.2 
Spur/branch height ratio 2 42-49％ ― 45.5 ― 3.5 ―

Claw 4 heights
Branch 3 11.9-12.8 30.9-36.3 12.3 33.3 0.4 2.3 
Spur 3 5.5-6.4 16.1-16.7 6.1 16.4 0.4 0.3 
Spur/branch height ratio 3 46-53％ ― 49.5 ― 3.0 ―

N：有効個体数，Range：数値範囲，Mean：平均値，SD：標準偏差値，sc：肩甲板の長さとの比率
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Ribeiro, 1962），これまでにアルゼンチン（Claps & Rossi, 1988），コスタリカ（Kaczmarek & 
Michalczyk, 2010），ウガンダ（Gąsiorek & Kristensen, 2018）およびブラジル（Moreno-
Talamantes, et al., 2019）のように広範囲の分布が確認されている。宝登山の Echiniscus cf. 
manuelae は E. manuelae に極めて近い形態を示しており（Gąsiorek and Kristensen, 2018 ; 
Gąsiorek, 私信），遺伝子解析による確認が必要である。Echiniscus manuelae と E. duboisi の
いずれも国内未記録種であり（Suzuki, 2017），宝登山の Echiniscus cf. manuelae が初記録に
なることは間違いないが，現在まで同種の他個体は未だ得られておらず，さらなる採集努力が
必要である。

謝辞

種同定に関して Dr. Reinhardt M. Kristensen 教授（デンマーク自然史博物館，デンマーク），
Dr. Diane R. Nelson 教授（イーストテネシー州立大学，U.S.A.）および Piotr Gąsiorek 氏（ヤ
ギエウォ大学，ポーランド）の各氏に温かいご助言をいただきました。ここに深く感謝します。

表 2．Measurements of Echiniscus cf. manuelae and related species

E. cf. manuelae E. manuelae* E. duboisi**

CHARACTER µm sc µm sc µm

Body length 228 531 198 555 250
Scapular plate length 42.9 ― 35.6 ― ―

Head appendages lengths
Cirrus internus 13.9 32.3 9.3 26.1 ―

Cephalic papilla 7.4 17.1 6.3 17.9 ―

Cirrus externus 20.2 47.0 13.0 36.5 ―

Clava 5.9 13.8 4.7 13.3 15
Cirrus A 32.4 75.5 25.1 71.3 80
Cirrus A/Body length ratio 14％ ― 13％ ― 32％
Cirrus int/ext length ratio 69％ ― 72％ ― ―

Body appendages lengths
Spine B 9.2 21.4 3.3 8.8 25
Spine C 15.2 35.5 8.3 22.8 46
Spine Cd 21.8 50.7 13.7 38.6 12
Spine D 17.7 41.3 12.5 34.1 50
Spine Dd 25.5 59.4 18.5 52.2 50
Spine E 18.1 42.2 13.0 36.3 40

Number of teeth on the collar 8 ― 9.1 ― 8
Claw 1 Branch heights 11.9 27.7 10.5 29.4 ―

Claw 2 Branch heights 12.6 29.4 9.8 27.5 ―

Claw 3 Branch heights 11.6 27.0 9.9 27.8 ―

Claw 4 Branch heights 12.8 29.9 11.4 32.0 ―

* Mean values of adults from Uganda (Gąsiorek & Kristensen, 2018); ** de Barros (1942).
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